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●急がれる津波対策
昨年の東日本大震災の発生を受け、兵
庫県は暫定的に津波高さを現行の２倍とした
津波被害警戒区域図を発表しました。神戸
市ではこの津波被害警戒区域図に基づいて
関係する地域での対策を進めており、東灘
区の魚崎防コミもそのひとつです。今回は対
策の一環として、実際に東海・東南海・南
海地震が発生し、避難勧告が発令されたと
の想定で津波避難訓練が実施されました。
●神戸市内初！ 防コミ間連携津波避難訓練
今回の訓練の大きな特徴のひとつは２つ

の防コミが連携して津波避難訓練を実施した
ことで、これは神戸市内でも初めての試みで
す。魚崎防コミの山側に位置する本山第二
防コミは津波被害警戒区域には含まれてい
ません。したがって、津波発生のおそれがあ
るときには、魚崎防コミの住民が本山第二
防コミの地域内に多く避難してくることとなり
ます。そこで、魚崎防コミの津波避難訓練
にあわせて本山第二防コミの避難者受け入
れ訓練も実施することとなりました。
●国道２号線より山側へ逃げろ！！
６月24日10時10分、地震が発生したとの

想定で訓練が始まりました。魚崎地区の３箇
所の防災行政無線の屋外スピーカーが鳴動
し、避難を呼びかけます。住民は非常持出
袋を携行し、目標である国道２号線の山側ま
で、事前に想定した経路で避難しました。
●おもてなし防コミ
今回の訓練における最終避難場所として
設定した住吉川東緑地（通称「防災ひろば」）
近辺では、本山第二防コミが避難者の誘導
などをおこないました。避難してきた人は応急
給水設備や防災資機材庫、非常時に設置
する簡易トイレ、土嚢を作るための土が積ま
れた築山など、防災ひろばの機能について
説明を受けました。
●防コミ間の交流
訓練後には、魚崎防コミと本山第二防コ

ミが協力して準備した炊き出しをみんなで試
食しました。今回の訓練には行政も含めて
500人あまりが参加し、地域・団体を越えて
交流を深めることができました。このような“顔
の見える関係”が、地震や津波だけでなく、
さまざまな災害が発生した際の助け合いに役
立つものと考えています。

（東灘消防署　池原彩乃）

須磨消防団は毎年、神戸市立須磨離宮
公園にて、神戸まつりの一環で『須磨音楽
の森』という恒例の須磨区行事の警備にあ
たっております。今回は、この行事への参画
について紹介いたします。今年も神戸女子
大学の学生団員が救急講習をおこなったり、
夕方からはフィナーレの花火大会の警備をした
りと区民の安全・安心のために活動しました。
救急講習では須磨消防署がブースを出し、
救急ボランティアの皆さんとともに心肺蘇生
法の普及活動をしました。そのサポートを神戸
女子大学の学生団員がおこないました。学
生団員の中には、救急インストラクターの資
格を持っている者もおり、地域に貢献しようと
いう気持ちが強い団員が多く在籍しています。
花火大会の警備は、各分団から団員を集

め、30人の消防団員が火災予防の警戒活

動を実施しました。花火大会は緑あふれる須
磨離宮公園内でおこなわれるため、花火が
上がる前に付近の木々に放水し、花火大会
中も延焼危険が多いため、警戒を続けなけれ
ばなりません。しかし、花火が上がる時には
皆が達成感と充実感でいっぱいになりました。
息をついたのもつかの間、花火が終わっても
万が一の災害に備え、放水を実施しました。
私たちが生まれ育った街『須磨』は私たち

の手で守っていかなければなりません。昨年
3月11日に起こった東日本大震災と平成7年
1月17日に起こった阪神・淡路大震災では、
多くの方が犠牲となっています。この痛まし
い災害を教訓にし、今後も私たちが区民の
防災リーダーとなって安全・安心を守っていき
たいと思います。
（須磨消防団　団本部　副団長　元部雅由）
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